
琉球処分後の沖縄の文化財

-琉球王朝の造形文化を通して－

西村貞雄

要旨

本稿は、琉球処分後の沖純の文化財を歴史的建造物に視点をあて、造形的な而から考察していく。

琉球・沖純の歴史的建造物（彫亥il)が本来の形から崩れていったことは、復元作業から見えてきた。

残された写真や絵1*1、遺物などから裏ｲ､lけられるし、体制的な面から意図的に替えられたこともあっ

たといわれる。また第二次大戦（沖純戦）によって更に破壊された。戦後、それらの建造物を雌らせ

るために復元する動きが高まってきた。復元については古琉球、近世琉球にはなかったことである。

復元は戦後において雁史認識がIIIIまるに従って意誠するようになったと考えられ、過去に失われたも

のの姿を、本来あるべき姿として姓らせるというねらいがある。

琉球処分後、王府の機能をなくした首里城はだいぶ荒らされたと言われている。tHii"!や本lIlll"l等

は売却され、建物の内ni;にあったものが壊されたりしたということを古老たちは〃iっている。また、

沖縄戦で更に壊されたために狐|'|の建造物、それに付|随する彫刻があったことの記|態すら失われてき

た。首里城正殿を復元するにあたって、このようなことがあったことは話迦にもならかつたが、′↑端・

には復元に|則わることによって兇えるものがあった。王朝時代・明治・大正・11,^1｣初期から'('kmまで

に残された写真や遺物、絵hi、文{Aなどを分析して解|ﾘ|することによって、琉球王|玉|の建造物にみら

れる造形文化の素il,'iらしさが分かった。ここでは琉球処分後の首里城について古老たちが1il'Iっていた

ことや復元を通して分かったことから琉球処分後の沖縄の文化財がどのように変ったかを考察してい

く。

はじめに

琉球王朝は明治12年に幕を|刑じる。王府の機能をな

くした首里城には明治12年から29年まで熊本陳台分遣
だいりゅうちゅう

|珠が駐屯する。その時に、大龍柱の損壊事件がおきる

というエピソードがあり、その痕跡として大龍柱は中

央部が欠損して短くなった形で、明治後半から大正、

昭和・戦前まで建っていた。

首里城のその後の変遷のあらましとしては、明治29

年以降、土地整理局、女子工芸学校、首i[1尋常小学校

などに使われる。大正II,'r代に特別雌造物として指定を
ししj,りじ上うせいでん

受けた首里城正殿は、老朽化に伴い||ｲ{f||初jUl（3－8

年）に解体修理が行われた。".'r代1'ﾃ｣itとして公民化連

動があり、首里城正殿を沖縄i'hfl:拝殿として、神社と

ﾛ牛形

しての機能をもたせる措置を講じている。日本の国際

情勢は厳しくなり、徐々に軍国主義が高まって戦争へ

突入し、1945年（昭和20年）首里城は全壊する。
そのひや

戦後は1957年-58年（昭和32年-33年）に、園比屋
んうたき

武御縁石門･守礼門の復元があり、1972年（昭和47年）
かん力､いもんきゅうlナいもん

10月に日本復帰記念事業として歓会|N|.久慶nの復元

工事が始まっている。日本復帰20周年記念事業（国営

公臣|）として1989年（昭和64年)11月30に首里城正

殿復元起工式があり、1992年（平成4年)3月31Hに
たtうどん←,1－えよしぐう

竣工している。その間、了lﾐ|陵・末吉宮と次々と姓る動

きの中で造形面からどのような取り糸II.み力があったか

を考察していくには、まず、造形についての概要につ

いて述べることが必要と考える。

‐~~･-一

峰.冬子ゼコ

阿形

大龍柱の損壊した箇所（斜線の部分）と短くなった大龍柱の写真（左がIll冨形・右がlil.f形）
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琉球王府の造形文化

琉球王府の建造物には狐|'|の形がある。それには建

物に取付けられたものや']'体のものがあり、地形など

から判|新しなければ解lﾘ}できないものもある。形の発

想にはコンセプトがあって、首IIL王府では龍やりIllll子像

などの意匠（デザイン）は王府を象徴するものとして

扱い、それを取り巻く環境、それを表す材質や技術が

伴ってくる。そのようなことは造形という理念から作

られてきているので、造形という概念が掴めていなけ

れば、単なる形や色として軽く受け取られる傾向にな

る。

造形についての解釈は、人によりいろいろなイメー

ジがある。例えば、「立体的なものをつくる」と、極

端に考えている人もいる。また、作miの形や色、材質

の面から見て判断する人も多い。これらのことは造形

の要素から判断されていると思われる｡造形要素とは、

形態（点・線・面)、色彩（|ﾘ1度・彩度・色相)、テク

スチヤー（材質・質感・触覚）などを指しているので、

龍なら龍そのものの形に形態や色彩、材質などの要素

を当てはめ具体的に見ていることになる。しかし､｢造

形とは、空間に人間がこしらえる様々な秩序のあらわ

れをいう」という視点から造形を捉えるということに

気づく人は少ないように思われる。形や色、材料を用

いて、その人の心の動きで空間に表すもの、つまり秩

序づけていくことと解釈できる。作る人の心の動きに

ともなって、空間をどのように捉えるかが重要である

と考える。狭い意味では、絵Illllの空間、彫刻作品をと

りまく空間である。広い意味では、地形や風土などか

ら捉える空間で、その場から採集される素材の材質な

ども含めて作られるもの、その場から派生した祭､肥や

呪術的なものなどから表現される造形もあると考え

る。

「心の動き」とは、作る側の意|叉|するもので作家的

なものと、王府であれば王府としてのコンセプトのこ

とを指すので､かなり意図的なものが内包されている。

首里城の造形文化を考えるには、首里城正殿の各部

位を単体の形として見ると共に建物全体からも見る必
うな一

要がある。また御庭などとの関係や周囲とのバランス

から判|新することも考えられる。もっと大きく捉えれ

ば、丘陵地に築かれた首里城を風水も絡めて考えるこ

とも造形の範晴と考える。

首里城の崩壊

形から見た首里王府の崩壊を象徴とするもとして

｢大龍柱」が挙げられる。琉球処分後、かなり荒らさ

れたという言い伝えはあっても具体的なものは見え難

い、しかし、「大龍柱の損壊事件」については、はっ

きりした形で見えてくる。大龍柱の形の特徴は、周辺

諸国にもない高さとして存在させていることである。

階段の先端には視覚的にも物理的にも高いものは避け

るのが通例である。しかも、大龍柱には単に高さだけ

ではなく首里城正殿の龍の特殊な仕ﾎMみに関係するも
あぎよううんぎようつい

のがある。龍を配置した内容、阿形・'1′|暑形の16対プラ
しtうﾄﾉゆうちゅうだいり*”ちゅう

ス1つの龍と、その方向性、小龍柱・大龍柱と末広が

りの階段から御庭への繋ぎなどであるが、大龍柱損壊

事件によって以下のことが見えてくる。

首里王府の体制を雌くして|ﾘl胎政府の管帖へと統U

を強めるなかで起きた、首里城が荒らされた現象の一

つが損壊事件である。その事件後に、元の形に直そう

とするが胴体部が大きく欠損し、やむを得ずつないだ

のが短くなった大龍柱である。そのことによって見え

てくるものに、王府の象徴としての龍が独自の形を失

い、大龍柱が一般的な日本の神社に見られる狛犬同様

に位置づけられ、正殿に位置づけられた内外の33体の

首里城正殿の末広がりの階段の先端には高くそびえ-立つ

大龍柱がある（現在は、大きな台座に設置されているた
めに独立した形になっている)。

大龍柱は本来、欄干と一体化して建っていたが、1760年

の大震災によって外れ、その後、大きな台座に据え付け

られた。

Ｏ
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中国の紫禁城・大和殿の階段の先端、.'龍の形ではなく円
みのある形で小さくまとめられている。

手水舎石灯篭賛銭箱大龍柱（向き合う）

昭和初期の解体修理後の写真で、

いる。春銭箱、石灯篭、手水舎、
龍柱を左右向き合わせた。

ft純ｲIll社拝殿となって
しめ純が設世され、大

あ ぎ よ う う ん ぎ よ う こ ま い ぬ

の神社では阿形・I牛形の狛犬が向き合っていることか
あうん

ら、阿Ⅱ牛の大龍柱も狛犬同様に向き合わすかたちが執
とりい

られた。また北殿の近くに烏居が建てられていたこと

が当時､首里尋常小学校で過ごしたという古老によっ

て語られた。（沖縄神社拝殿の写真参照）

沖縄戦(1945年・昭和20年終結）によって首里城は

全壊する。戦後27年間の米国統治下から沖縄が|ﾖ本復

帰したのは1972年（昭和47年）である。1992年（平成

4年）に日本復帰20周年記念事業として、首里城正殿

の復元事業が取り組まれる。筆者も首里城正殿基本設

計委員・実施設計委員として関わった。その際、正殿

に付随する彫亥IIを姓らすのに、｜ﾘl治・大正・'1召和初期

までの写真や絵図・文i歌など、また文化庁に保存され

た昭和初期の解体修理前と修理後の首里城正殿の図面

も参考にした。

以上の経緯から考察することによって、首里城は琉
おきなわじんじゃはい

球処分後、荒らされたこと、また、正殿が沖縄神社拝
でん

殿に位置づけられることによって意図的に大龍柱を向

き合うかたちにされたこと。一方、荒らされた結果と

して瑞泉門の獅子像の阿'1牛の配置がかえられているこ

とが、鎌倉芳太郎が大正期に撮影した写真（沖縄文化

の遣宝）から読みとれる。

韓国の勤政殿や仁正殿などの正面|崎段の先端の例、ここ
でも円みのある形で小さくまとめられている。

龍にも影響があって、王府としてのコンセプトが完全

に失われたかたちとなる。

龍や獅子像などの配置や方向性は風水との関係もあ

り、形を解明することによって王府の考え方や琉球処

分後の沖縄のイメージを掴むことができると思われ

る。

形を知る手掛かりとして

大正12年頃、首里城正殿の建物を老朽化のため取り
せぃでんおおむね

壊すことが当時の首里市の議会で決まる。正殿・大棟
りゆうとうむねかざ

の龍頭棟飾りから壊しはじめたことを知った伊東忠太

と鎌倉芳太郎の計らいによって、首里城は保存される

方向にかわり特別保護建造物として指定されることに

なる。しかし、老朽化している首里城正殿を残すため

当時の保存法に則り、昭和初期の解体修理後、沖縄神

社拝殿となる。神社の形式が執られることになって、
さいせんぱこ

中央階段の上の空間に春銭箱、階段下の左右にある大
いしとうろう ちkうずぺ,ひしゃく

龍柱の横に石灯篭、左仙|に手水舎（柄杓で口や手を清

める所）が新しく設置された。また、日本のおおかた

3
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じゆ しふん さいりゆうさがん

珠と左右両端の鵬吻などの彫刻は本来糸Ill粒砂岩製（俗

称、ニービヌフニ）であったが、久米島産の安山岩で

造られた。しかし、1980年頃に園比屋武御縁石門が地

盤沈下したことに伴いひび割れ等ができたことで検討

がなされ、文化財の復元は遺物を活用することが本来

の'二|的であるとの指導があった。この時期に、東京国

立文化財研究所が大分県の磨崖仏の石を接着する実績

をあげ、その石材接着の指導の基で園比屋武御獄石門

の遺物を全面的に取り入れて復元されたのが現在の石

¥"¥である。

沖縄戦により左右両端の鴎吻は完全に無くなり、ま

た火陥宝珠の宝珠部分は残ったが火焔自体が無くなっ

ていた．

首里城正殿大仰の雌頭棟飾り

大正12年唄・老朽化にともない取り壊す前の龍頭棟飾り
とその後、造り直した龍頭棟飾り。

う
ゃ
劃
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大正時代までの龍頭棟飾りには、眉間や口辺部やlul辺の
ヒゲ、たてがみ、角、耳などにも緊張感があり、鋭い表
情をもった重厚味のある形態である。降棟のりⅢ子像にも
精惇さがある。
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1958年(IIH和33年）に再建された園比屋武御獄石門火焔
宝珠を城せた棟石（黒っぽい部分）が元の遺物で、その
他は新調されている。

灘騨鎚ｇ
早
口

老朽化に伴い龍頭棟飾りから取り壊しを始めた。その直
後、正殿を保存することになり、龍頭棟飾りを造り直し

たのが、上の写真である。眉|川には鋭さが無くなり、た
れ'1になっている。口辺部にも抑揚がなく侃平的で迫力
がない龍頭棟飾りになった。

、
1

肩
“，:~毎割?~孟一醗一旨一一韻、一全一､-1ろ.2

復元作業の経緯から

復元作業を通して呪れた|川迦点やその解|ﾘlによっ

て、琉球王朝の造形文化の素||背らしさが理解できる。
その ひ や ん う た き

1，園比屋武御嵩石門

｜亜|比屋武御獄イll"lは1958̂ -(IIｲｲft33年）に復元され

ている。沖純戦によって破壊されたが全壊ではなく大

部分が残っていたが、その遺物には破悩が多くあり屋

根の棟の一部分だけを活川し、ほとんどが新材で造ら
いぶつ

れた。遺物の大部分は石|Ⅱ1の裏側に|i‘Ltかれ、移動が可

能なものは首里の沖純県立陣物鮒に保管された。
から｜:Iふう

石IⅡlの本体は新j'iされ、雌根の唐破風の半分は元々

のものを活かして他の､r-分は新j1している。本体・屋
かえん1.11.7

根とも琉球石灰岩製である。仲のI央にn世せた火陥宝

1980年(11部Ⅱ55年）頃、園比屋武御獄石卜Ⅱ1が地盤沈下し

たことに伴って、残された遺物を全部復活させて復元し
たのが現在の|劇比屋武御獄石t"lである。

火111が欠熔し'k珠だけの遺物（左）と、その遺物に火焔
を復元したのがイiの写真である。

－4－
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鴎吻が無くなった右端の棟石・遺物（左の写真）lﾙ吻の口元が残ってIlllil休部が無くなった棟石に、SI休部を確認して
復元した鴎吻の形が右側の写真である。
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鴎吻が無くなった左端の棟石・遺物（左の写真）完全に無くなったf:ﾙ吻の棟石に復元したK‘吻と1958年(B召和33年）
に造られた嶋吻と比i肢するとIP体から尾にかけての立ち｜兵がりに違いがある。
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1958年（昭和33年）に新調された|童|比屋武御獄石門火陥
宝珠を載せた棟石の中央部分は遺物を活用し、他は久米
島産の安山岩で新調された（白く見える火焔宝珠、鵬吻、
屋根）

1980年OSft55年）遺物をすべて復活させた園比屋武御

獄石I")棟石、屋根は元の遺物を復活させ、鵬吻は復元し

た形である。｜､.の写真は、遺物を全部復活させ、左右両
先端の鵬吻と火陥宝珠を新しく復元した屋根の全体像で
ある。

【
階
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1958年の監督指導にあたったのは森正三である。森

は、戦前の文化財関係で沖縄県に派遣された文部技官
たまうどん

であり、首里城や玉陵などの琉球王朝時代の建造物な

どの調査に長年たずさわった方である。新調された棟
しふん

の左右両端の鴎吻と火焔宝珠などは安'|｣岩で造られ、
しふん

完成度のある素晴らしい形であるが、鴎'吻の尾が立ち

上がり過ぎるということが当時の古老たちに指摘され

ていた。現在の鴎吻や火焔宝珠の形は復元に関わった

筆者が検討した。新調されていた安山岩製の形と、戦

前までに撮影された写真（園比屋武御獄石門､弁ガ獄、

円覚寺の被IⅡ1等の鴎吻）や中国・福建省辺りの類似す

る形とを比較し形態の違いを分析したところ、新調の
Lやﾅ'二

安lll岩製のものは、本土の城や仏寺などに見られる雌

をイメージしたのではないかという結論に達した。園

比屋武御獄石門の屋根と棟との関係の中で鴎吻を見る

と、鴎吻は屋根の真上で棟を外側に伸ばした状態にあ

るので、棟の左右両端の鴎吻は緩やかなカーブで尾を

上げている形態が園比屋武御獄独自の形であることに

気づいた。

※欠落した火焔の宝珠に火陥を油土で足して形を復元

する。復元した形を、石に再現する作業の際、油士

で造った火炎を石に彫って遺物の宝珠に接着する予

定であったが、各々の火焔を接着するのには難しい

ということで（可能ではあるが耐久性にあわない理

由)、遺物の宝珠と油土の火焔で復元したものを石

に再現したのが､現在取付けられた火焔宝珠である。

（当時の文化財に関わった一委員から）こんな複雑

なことをするより、最初から左右対称に彫っていけ

ば簡単に済むのに、何故、ややこしいことをするの

かとの指摘があった。ここら辺りに復元の意味する

ことの見解の相違があった。

りゅうとうむねかさ

2正殿・大棟の龍頭棟飾り
おおむね

首里城正殿の屋根の棟飾り、大棟の左右両端にある
からはふう

龍頭と正面の唐破風上の龍頭は正殿独自の形態であ

る。それぞれの龍頭は、単独に位置づけられたもので

はなく密接に関連づけられている。大棟の左右の龍頭
くび

は頭部と頚で表され、建物の中から出て大棟を噛むか

たちで造られ、唐破風上の龍頭は、建物の中から龍の
うな－

胴体が出て鎌首を持上げて構える形で正面・御庭に向

けていている。何れも建物の中から出て構え、守護と

しての方向性をつくっている。

くびきよ〈せい

特徴としては、正殿の龍の頚には曲勢があり、頭部

の大きさと重厚味のある形態があげられる。大棟の龍
ほうじゆそうりゆうもんよう

頭棟飾りは､中国などで様式化した｢宝珠双龍文様｣(左

右からの龍が中心の宝珠に向く様式）の図式を活用し

ている。龍頭と大棟は一体化したものであり、単独に

置かれたものではないが、現状は浮いた状態で設置さ

れている。

宝珠双龍文様

毒塞鍵蕊典篭鱗笹
龍頭棟飾り（龍の頭部と頚で表現

宝珠瑞雲（飾り瓦）

L一』－鐸

|’ |lllllllllllllllllllllllllllⅢ
ﾛ●い

宝珠双龍文様を大棟に取り入れ、龍頭棟飾りという独自
の形態を生かしたのが首里城正殿の特徴でもある。

復元した独自の形態をした龍頭棟飾り

」

龍頭を屋根の左右両端から中心の宝珠に向けている。左

右の龍頭は建物の中から出て大棟を噛む形で、頚には曲

勢があり、頭部のたてがみの反りや角、耳に緊張感を与

え、眉間の鋭さと口辺部の抑揚に勢いがある。また下顎
のヒゲが屋根の瓦にへばりついて低く構える重厚味のあ

る龍頭棟飾りである。

3．正殿・大龍柱

首里城正殿には独自の龍柱がある。通常よく見られ

る柱に龍が巻きついたものではなく、龍の胴体が四角

柱になっている。上部に鎌首を構える頭部があり、下

部にはトグロを巻き前脚を上下に構えている形態では

あるが､像全体から見ても柱状に見える。しかも阿形、

'1牛形の形を取り入れていることから他では見られない

独自のものとなっている。
おさしどころらんかん

正殿には2階の御差床を囲む形の欄干と一体化した
うな一

龍柱と、正殿と御庭をつなぐ正面階段の小龍柱と大龍

柱とがある。何れも上記の形態をとり欄干と一体化し
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首里城正殿の大龍柱とラオスの宮殿・階段両袖の龍

け

｣

画
4

大きな台座に建っている大龍柱

平成の復元で阿形・'1牛形がin]き合っている。本来、大龍柱は欄干と一体化したものであった。龍の方向性からみると、
龍が這っているように兄立てているのが欄干であり、大龍柱はその延長で構えて御庭に向いているのが本来の姿であ
る。その流れは龍の流れに見立てているところに首里城の独自性がある。

ラオスの宮殿・階段両袖の龍の方向性は、首里城Ⅱ三殿の
州干と大龍柱との一体化と共通する。

たものであったが、現在は大龍柱だけが大きな台座に

建ち独立した形になっている。龍柱を復元して解明

した結果、元々、大龍柱は欄干と一体化していたが、

1760年の大地震によって欄干から外れ、元の形には戻

せない状態であっため、大きな台座に建てられた。本

来、唐破風を支える4本の柱の間隔にあわせ、内側の2

本の間隔に小龍柱、外側の柱の間隔に大龍柱を結んで

末広がりの階段を作って龍の方向性を示すとともに御

庭と関連させていたものが大地震によって大龍柱は単

独に建つに至った。何れにしても諸外国の建物の正面

階段に3メートルもの大きな像が建っているのは見当

たらない。そのことからしても、この大龍柱は特別な

ものである。

すいせんもん

4．瑞泉門の獅子像

鎌倉芳太郎著「沖縄文化の遣宝」P32,33に瑞泉門

の全景と獅子像の拡大写真が掲栽されている。全景に
〃）きよううんざk･フ

は獅子像の阿形が左にil'卜形が右に写っている。しかし、

獅子像の拡大写真では、右にi;Ⅱ｣形、左にil'l二形となって

いる。正殿の獅子像や龍は､建物に向って右側に阿形、

左側にⅡ牛形が位置づけられていることから、瑞泉I"lの

獅子像にも鎌倉は意図的にこの配置を適用したと推測

する。
あうん

このことは阿ii牛について、筆者が調査したことから
しきんじ‘kうだいわでん

も裏付けられる。紫禁城・大和殿の左右の龍や獅子像

は、両方とも口を開けている。韓国や東南アジアなど

周辺諸国みても､ほとんど左右とも口を開けているが、
こまいぬにおう

日本は阿Ⅱ牛に統一されている。神社の狛犬や寺の仁王
ぞういなりきつわ

像、稲荷神社の狐の像などは右に阿形、左にⅡ牛形が配

置されている。一部、逆なっていることもあるが殆ど

阿ii牛は統一されている。

琉球処分後、首里城内は荒らされたという言い伝え
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大正時代に撮影された瑞泉門（全景）と同拡大写真の獅子像

鎌倉芳太郎著「沖縄文化の遣宝」に掲載された首里城瑞泉I"l正而全景と|n|瑞泉門前f,獅子(in]って左、向って右)、｜司
門の龍樋の写真がP32、P33両ページにレイアウトされている。しかし、石ihll子の写真の|妃置が逆にしてレイアウトさ
れている。これは鎌倉が意識して左側にI牛形、右側に阿形としたと考えられ、首里城正殿と|司じ|妃置である。

がある。その時に阿畔の獅子像が動かされたことを古時の新生住宅（社長・lll里銀造）によって八重山権現

老たちが語っていた。瑞泉門の獅子像は、固定された堂の修復する事業があった。その修復の一部として浮

ものではなく、単体として造られているため簡単に動彫などにひび割れや欠落した部分があり、その箇所を

かすことが出来ることからも推測できる。補填（合成樹脂・アラルダイトSV426等による人口木

材）する作業があった。筆者はその作業に従事したた
ごんげんどうりょうそでうきほり

5．八重山権現堂・階段両袖の浮彫獅子像め､"i1l寺のjmi:子像の特徴や位置関係もはっきり記憶に

近年でも誤って逆に取り付けられているものが八重あった。ところが、平成15年頃、石垣n:v.八亜|||博物
トjとうそで ｜,iめいた くらもとえし

|||権現堂の階段両袖にある羽目板の阿il牛のりp子像の浮館職の'川平長延坐像や蔵元絵師のIllll楠などの洲査する

l彫である。階段に向って右側が阿形で左側にⅡ牛形が本機会があったおりに八重|||椛呪堂も見た。その'|寺に羽

来のかたちであったが左右逆になっている。このこと｜|板の浮Ⅲl多のHii'lこのM子像が左右逆になっていること

については沖縄が日本復帰して2年位経った頃に、当に気づいた。早速、鎌倉芳太郎著「沖縄文化の遺宝」

八重山権現堂の欄干部の獅子像

I
鎌倉芳太郎著「沖縄文化の遺宝」P308、P309に掲載された八重ill椛現'唯の'『〆真である。P308には本殿｣E面軒と本殿正
lill階段、P309には本殿正面階段欄干獅子と本殿内|叩正面|川柱鬼面がレイアウトされている。沖純が日本復帰後に解体
修理が行われた八重Hi権限堂には、彩色も新しく復元されている。しかし、本殿正ll'li階段棚干州Ill子像の阿形．Ⅱ牛形が
左右逆に取付けられている。鎌倉の写真ではP309に柵r子像の拡大写真ではM形が本殿に|Alかって右側であるが、
解体修理後ではi!ﾉﾄ形になっている。
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龍や獅子像も、向って右側にH形、左仙|にIiﾉ|菖形と位置

づけられている｡その左右の大龍枕を正而にInlけるか、

相対したかたちで向き合わせるかの論争がある。筆者

は、大龍柱などを復元してみて、正III!にin]けることが
あうんいつつい

本来の姿だと結論に達した。正殿には阿il'lニー対の龍が
どう1， からI－tふう

16対建物の内外に配置され、唐破風上の1体を合わせ

て33体の仕組みからも裏付けられる。

首里城正殿復元時に、古老たちの話題の111で大龍柱

が「向かい合う」と主張していた60-70代半ばの方に

たいして、80代の方々が苦言を呈していたことがあっ

た。「我々は明治後半から大正時代にかけて首里城を
じんじゃ はいでん

見ているし、昭和初期に正殿を解体して沖純神社拝殿

になるまでの経緯も見た。その時まで大龍椛がIi三面に

向いていたものがｲh社になったことからIl'lかい合う形

になっている。首里尋常小'学校｛I燕のIi.'｣弓に、大龍柱の

台座に載って陣取りしたこともありはっきり憶えてい

る。60-70代半ばの人たちが、そこで側｣いていたとし

ても、その頃はまだ10代であるし、’可きについて「向

かい合う」と、断定的に発言するのはおかしいし、ま

た堂々と発言しているその他のことがらについても|司

意できない点が多々ある…」という内容のことである。

首里城内が荒らされたことや古老の話を鑑みても、

大龍柱には大きな変動があり、造形的な面から見ても、

また美意識から考えても現在の設置状況は本来の姿と

は懸け離れている。

解体修理後の八重山権現堂

1
"炉【．Ⅲ

3
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■
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本殿正面階段（向かって右側）解体修m後の写真

→その拡大写真には叶形のﾘillll子像になっている。

^ s

今
侍

本殿正面階段（向かって左側）解体修理後の写真
→その拡大写真にはM形のりmil子像になっている。

(岩波書店)P308,309で確認して誤りであることが

分かった。

※人口木材による#ill填をすることになった経緯とし

ては、筆者が1970年(昭和45ｲド)に東京m立文化財研
ふきじ’.， か ん

究所で研究補佐員として「重要文化11ｲ|||富貴寺羅漢
どう ときょうひじき

堂」の遺物（斗供・肘木などの升Ⅱ）のアラルダイ

hSV426等による復元作業に従事したことがあり、

当時の文化庁の伊原忠司の紹介でIII'!'銀造社長のも

とで首里・末吉宮や八重|||椛呪堂に関わった。研究

所の関野克所長のもとで|外l発した人11木材であり、

始めての試みとして話題になった。（保存化学第

10号昭和48年3月東京国立文化財研究所保存科

学部）

文化財の行政

県や市町村の文化財には、少ない人数で|)Mわってい

るのが現状である。担当の職員でも文化Hｲ全体につい

て掌握しているのではなく、それぞれの専n性があり、

専I"lから外れると復元などの作業は請負業者任せにな

ることもある。特に造形Milに関してはうとい所がある

ことが､過去に関わった経緯から裏付けられる。また、

単年度予算ということもあって、｜分検討しないまま

作業に関わるということもあり、監修という立場から

助言をしても、指摘したことが反|映されないというこ

とも過去にはあった。

過去の県文化課の文化財担当職員に建造物（彫亥IJ)

などの意匠や技術、素材などについて、本来と違った

復元であると指摘をすると受け入れてはくれるが、担

当職員だけでは動きようもない状態である。組織的に

弱いことと職員にはそれぞれに専n的な領域があって

向きついて
こまいぬあぎよう

日本では狛犬などにIiを|州けた阿形と、11を閉じた
うんざ,こう

Ⅱ牛形という一対の様式が定着している。首里城正殿の
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彫刻的なものにはあまり関心がないことも挙げられ

る。

過去には建造物の復元も専I"]的な側面からではな

く、一級建築士の免許を持つ、戦前の建造物をどうに

か姓らせたいという関心のある方々によって支えられ

てきた。しかし、復元となると見識の違いがあり、意

見が衝突することもあった。

派遣された文化財関係者でも古琉球の造形ll'liには造

詣が乏しく、本士で培われた見識で判断されことが

あって、それが押し通されたということもある。

現状と課題

請負った業者は報告書も提出するが、’三記のように

監修が十分反映されないままの報1｣rになり、それが実

績となって運営されていることがある。またそのよう

な実績を持った業者が次の文化財関係の仕事を諸負う

時、予め調査して関係機関に訓書として提,'|',し、委員

会なども業者が指名する人たちで占められ、都合の忠

いことがあれば外して運営しているケースがある。
せつこうぞう

調査検討して石菅像として復元jii^'』を納めたが、廃

棄処分とされていることが今までにあった。一般公|ﾙ｜

もせずに廃棄のかたちをとつていることについては、

造形面が理解されないということが災いもたらしてい

る。また建造物はおおかた琉球石灰岩製であるが、彫
さい'ﾙﾚｩさがん

刻が施されているものは細粒砂岩製である。砂岩では

あるが粒子の細かく硬い部分を使川して彫刻している

が、長年の風化で摩耗しているケースがある。それを

考慮に入れて復元をしている。戦争で破壊され、部分

的に残っている遺物を型取りして元の形を姓らせたも

のが石菅原型である。それを再現して細粒砂岩に彫っ

て設置しているが、遺物から型取りした形には風化し

た痕跡もあり、そのまま取り入れているのが石膏lll型

であり、それが細粒砂岩にも再現されている。『'1言現さ

れた物は、今後、更に風化されることが予測でき、形

が痩せてくる。痩せた形は、元の原型を留めない形に

なっていることも予測される。このことを考えると石

膏原型を残す意味は大きいが、その意義をかならずし

も理解しないのが行政であり関係者･である。

沖縄県の文化財の将来を今まで述べたことから推測

すると､造形面から危恨されることが多々ある。また、

県立博物館などの収蔵の内容や今後の収集などを考え

ると予算面でも貧弱で限られている。2000年に「琉球

王|正|のグスク及び関連遺産群」が世界文化遺産に指定

され、それら史跡のなかに首里城跡もあるが、多くの

人達が新しく復元された首里城正殿が指定されている

ように錯覚している。この要因としてはマスコミの取

り上げ方や、観光などの宣伝を首里城正殿の写真が大

きく占めていることがある。県民の大部分が指定され

ているように受け取っているし、県外の方々にもその

影響はある。このようなことがあるという認識の上に

立って首里城のあり方を|川わなくてはならない｡また、

1､↑111城やflil純のl'｢文化に関係のあるグループ°や首里城

管理財団などによって県外や海外にある文化財など遺

Illが固い集められている。県の収蔵内容や研究体制に

支î がl'1'lることは予測されることである。

おわりに

琉球処分後の沖純の文化財を造形文化の側面から考

えると、｜ﾘl治以降から戦前までの過程の111での本来あ

るべき姿がﾊﾉ|(|ﾘ'されないまま、戦後の復元作業が取り

糸Ⅱまれたことによって、いろいろな問題が浮上してい

るように思われる。そこには文献cb心に考える傾lnlが

主流となり、造形ifliからの追求が疎かになったことが

窺える。その最たるものにdq国からの模倣という意識

が根強く根拠になっていることがある。勿論、中国か

らの影騨があるのは否めないが、琉球列島に近い台湾

の,I｢雌築などと関連づけてみても明らかに違いがある

し、また、周辺賭国の建造物と比較しても琉球王国に

は独|'|の造形文化がある。このことについては、現状

では表nil的には文章表現として、かたちの整った独自

の文化として記述されているが、具体的な造形面から

はごまかしがある。歴史|婆l係者からは、記述内容は10

年もてば良いという短絡的な発言も聞かれる。その関

係からなのか「新しい沖縄」として意識づけ、首里城

正殿の諸|川題をとりあげると、否定的になり無視する

傾向が見え隠れしているのが現状である。

また、最近の流れとして'i'国に直接注文して設置し

たり、或いは使川したりしているケースもよく見受け

られる。にもかかわらず伝統技術を継承するなどと上

辺で文言を並べているのも現状である。
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Okinawa's Cultural Properties after the Abolition of the Kingdom of the
Ryukyus: An Examination of the Plastic Art of the Ryukyuan Dynasty

Sadao Nishimura

Abstract
This essay examines Okinawa's historic buildings from the viewpoint of plastic arts, with a special

focus on the cultural properties as they have been preserved after the abolition of the Ryukyuan kingdom.

As we worked on the restoration of the carvings on historic buildings in Okinawa, we gradually learned that

they had been altered from their original forms during Ryukyuan times. The remaining photos, drawings,

and other relics stood witness to the alterations which are said to have been intentional from time to time

due to some political interventions. The original carvings were further destroyed during World War Il. Only

after the war was the restoration work commenced, which was something that had been never attempted,

neither during the early Ryukyuan eras nor during the pre-modern period. Becoming more aware of their

own historic heritages, people began to realize the importance of the restoration work. They were now

hopeful of returning things to the original shapes that had been lost in the course of history.

Shuri Castile is said to have fallen prey to much vandalism after the abolition of the kingdom when

the castle ceased to be a functional site for the central government. According to some elderly people, the

Chuzan Gate and the Hoshin Gate were sold along with other things, and the properties inside the buildings

were also destroyed. The Battle of Okinawa led to further widespread destruction, wiping out people's

memories of the unique structures and carvings that decorated the buildings. By the time of the restoration

of the main hall of Shuri Castle, those lost buildings and carvings were barely remembered, but I gradually

learned a number of facts about these things. From remaining photos and relics, and from old drawings and

documents, I came to appreciate the full splendor of the plastic art on the buildings of the Kingdom of the

Ryukyus. In this paper, I will present some facts gathered from local elderly people as well as findings and

discoveries through the restoration work itself, and try to examine how Okinawa's cultural properties had

been remodeled after Japan's annexation of the Ryukyuan kingdom.
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